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夏のイベント特集

海が輝く“夏の氷見”で遊ぶ。
立山連邦が望める砂浜をみんなで走りまわる。
おなかが空いたら魚を食べる。
氷見の海を楽しく学んで気づけば夏の自由研究も完成だ！
漁村文化を今に伝える氷見の夏を家族で楽しみませんか。

■登場予定キャラクター
　忍者ハットリくん、怪物くん
■ 日にち　
　忍者ハットリくん　 8月6日㈯、11日（木・祝）、13日㈯、

15日㈪、20日㈯、27日㈯
　怪物くん　 8 月 7日㈰、12日㈮、14日㈰、16日㈫、

21日㈰、28日㈰
■時間　午前11時～、午後1時～、午後3時～の3回
　（1回15分程度）
■場所　氷見市潮風ギャラリー（中央町3 ― 4）
※ 混乱を避けるため、入館者へのグリーティングとします。入館料
は通常どおりです。（大人200円）

※ キャラクターグリーティング：キャラクターと触れ合ったり、写
真撮影をしたりすること

【問合せ】 
観光交流・若者と
女性の夢応援課　
☎74－8036

夏休みキャラクターグリーティング

Ⓒ藤子スタジオ

氷見市潮風ギャラリー
藤子不二雄Ⓐアートコレクション

魚クイズラリー　参加無料
■日時 8月6日㈯まで　午前9時～午後5時
　海・魚の不思議について楽しく学べる館内を回ってみ
よう！全問正解の人から抽選で鮮魚セットをプレゼント！
海のクラフト体験（全5種）
■日時　8月1日㈪～8月6日㈯ 午前9時～午後4時

ひみ漁業交流館 魚々座　開催イベント
※ 魚々座入館料300円が必要です。（氷見市民、中学生以下のお子
さん、障がいのある方は無料）

※8月3日㈬は休館

【問合せ】 観光交流・若者と女性の夢応援課
  ☎74－8106
ホームページ
　http://www.himijc.or.jp/tototabelone/

魚々座、ひみ番屋街をまわって
「オリジナルトートバッグ」をつくろう
■期間　8月6日㈯まで

ライブパフォーマンス＆音楽花火
■日時 8月6日㈯ 午後7時50分～
■会場 比美乃江公園特設ステージ
■出演アーティスト　lol（エルオーエル）

トトタベローネ氷見

このイベント
は、海と日本
プロジェクト
の一環で実施
しています。

　魚提灯山車パレードや獅子舞
フェスティバル、ダンスバト
ル、キング＆クイーンコンテス
ト、氷見マルシェなど、多彩な
催しがあります。
　フィナーレには県内最大の花
火大会が開催され、豪快な花火
が夜空と海面を彩ります。
■日時 8月6日㈯ 
 午前9時～午後9時
■場所 比美乃江公園

魚提灯山車パレード
　かわいい園児たちが乗った豪華
なパレード。
■時間　午後3時30分～4時30分

獅子舞フェスティバル
■時間　午後5時30分～7時30分

lolパフォーマンス＆花火大会
5,500発の県内最大の花火大会。
■時間　午後7時50分～9時
※ このほか、今年はみんなで楽しむイベント
として獅子舞ランド、水・氷ランドを常設

第44回 ひみまつり

【問合せ】　ひみまつり実行委員会　☎91－8350
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明後日朝顔プロジェクトin氷見
ハンカチ染め体験
　アサガオの花の汁でハンカチを染める体験ができます。し
ぼり方によって様々な模様を作ることができます。どんなハ
ンカチができあがるでしょうか。
■日時　 8月21日㈰
　午後1時30分～3時30分
■場所　ひみ漁業交流館 魚々座
■料金　500円
■講師　岡田美幸氏
■ 持ち物　汚れても良い服装

海族団アジト大作戦!
～魚々座をジャックして、ぼくらの秘密基地をつくろう！～
　昨年大好評を博した夏休み向け
体験プログラムがパワーアップし
て再登場しました。
　たくさんのプログラムに参加し
て、スタンプを集めると海族アイ
テムがもらえます。ぜひ挑戦して
ください。
■期間　8月31日㈬まで

夏休みサイクリング
　氷見の海辺を、体と自然に優しい自転車
で走ってみませんか？島尾海浜公園にて、宝探しゲー
ムやスイカ割りなども行います。
■日時　8月28日㈰　午前9時～11時30分
■集合場所　ひみ漁業交流館 魚々座
■コース　魚々座⇔島尾海浜公園（散策）
■定員　30人（小学生以下は保護者同伴）
■費用　300円（飲料水・保険料などを含む）
※ サイクリングに合った服装で
ご参加ください。

※ レンタサイクルやヘルメット
には様々なサイズがあります。
希望する人は、申込みの際に
サイズなどをご確認ください。

■主催　氷見市サイクルスポーツ協会

魚々アーツ企画展　「タコカプセル 
 時と海と、おらっちゃを繋ぐ」
■期間　9月25日㈰まで
【問合せ・申込】
　ひみ漁業交流館 魚々座　☎74 ― 8018
　ホームページ　http://himi-totoza.com/
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第11回親子ふれあいまつり 《世界のカブトムシ・クワガタ大集合！》 ヘラクレスと記念撮影／標本のつくり方／昆虫おりがみ／カブトムシ・
ミヤマクワガタふれあいコーナー
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※要予約
■日時　8月7日㈰・14日㈰
　午前7時～8時30分
　朝食付き（大漁鍋とおにぎり）
■ 場所　島尾海浜公園キャン
プ場
■料金　800円
【問合せ】　島尾キャンプ場
　☎91－0074

　濃紺の海を滑るように、阿
尾城跡、唐島、定置網などを、
ゆったり巡ります。（魚々座前
出発）
■ 日時　毎日午前9時から30
分ごと（正午、午後 0時 30分
は運航なし）

※ 運行状況は、氷見沖クルージング
のツイッターでご確認ください。
■ 料金　大人1,000円
　　　　小学生500円
【問合せ】　（一社）氷見市観光

協会　☎74－5250

島尾海水浴場
　「日本の渚・
百選」「快水
浴場百選」に選ばれている広
い砂浜。松林にはキャンプ場
も。
小境海岸ＣＣＺ
　白い砂浜が長く半円状に伸
びた、南国リゾートを彷彿さ
せる人工海岸。
【問合せ】　（一社）氷見市観光

協会　☎74－5250

　お孫さん（ひ孫）とおじい
ちゃんやおばあちゃんが一緒
に入館すると、入館料が無料
になります！
　以下の施設でお申し出くだ
さい。
①ひみ漁業交流館　魚々座
②氷見市潮風ギャラリー
③氷見市立博物館
【問合せ】　子育て支援課
　☎74－8117

地引網体験 氷見沖クルージング 海水浴情報 『孫とおでかけ』がお得

　☎74－8117

8 6
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氷見市海浜植物園

　世界少年野球大会は、日米のホームラン王、王貞治
氏、ハンク・アーロン氏の両氏が、正しい野球の普
及・発展と、青少年の国際交流を目的として始めた大
会です。王氏はプロ野球歴代最多の868本、ハンク・
アーロン氏は大リーグ歴代2位となる755本のホーム
ランを放っています。
　1990 年に野球発祥のアメリカ・ロサンゼルス市で
開催されて以来、第 26回目となる今大会は、初めて
富山県が開催地となります。高岡市を中心に、氷見市、
射水市、砺波市、小矢部市、南砺市の 6市にて、8月
17日㈬から25日㈭までの9日間開催されます。
　アメリカやオランダ、大会初参加となるニューカレ
ドニアなど、世界5大陸から15か国・地域の約350人
の少年少女が県内に集まり、野球教室や国際交流試合、
各市の特色を生かした交流行事などに参加します。
　野球教室は主会場の高岡西部総合公園野球場・多目
的広場で行われ、交流試合は各開催市6会場にて、中
華台北と香港の少年野球チームが、各開催市の地元選
抜チームと試合をします。

　氷見市では、8月21日㈰の午前中に氷見運動公園野
球場で、市内の少年野球チームから選抜された選手で結
成された2チームが交流試合を行います。午後からは、
氷見の漁村文化を体験する交流行事を予定しています。
※詳しくは決まり次第、市ホームページでお知らせします。
【問合せ】　スポーツ・オリンピック誘致マネジメント

室　☎74 ― 8446

王貞治氏による、昨年の千葉大会での野球指導の様子

今年は

富山県
が

  開催
地！

氷見の選抜チームの皆さんをご紹介します

氷見 イエローテールズ

世界少年野球大会に
氷見選抜チームが参加します

大鋸賢二 監督
氷見牛のようにたくましく
ありながら、繊細な戦術で
味のある野球を目指します

氷見 カウボーイズ

石出憲和 監督
氷見のブリのように生きの
いい動きで、チーム一丸と
なって必ず勝てるように選
手たちを導きたいです

氷見 イエローテールズ氷見 イエローテールズ

キャプテン　秋田慎二君
試合に勝てるように、練
習をがんばりたいです

キャプテン　京田知大君
練習を真剣にやって、試
合では楽しく野球をやり
たいです

第11回 親子ふれあいまつり
■期間　8月31日㈬まで　午前9時～午後5時
　※8月は無休です。
■場所　氷見市海浜植物園
■料金　大人500円、小中学生100円、乳幼児無料
■内容　
①世界のカブトムシ・クワガタの展示
　体長15cm前後もある世界最大のカブトムシ、ヘ
ラクレスオオカブトやニジイロクワガタなど、14
種類16頭が大集合します。

カブトムシやクワガタと
触れ合う子どもたち

ニジイロクワガタ

氷見選抜チームが出場する試合
【日にち】８月21日㈰
【会　場】氷見運動公園野球場
第1試合目（午前9時試合開始予定）
　中華台北vs氷見イエローテールズ
第2試合目（午前11時試合開始予定）
　香港vs氷見カウボーイズ

8
21

②日本のカブトムシ・クワガタとのふれあいコーナー
　日本のカブトムシやミヤマクワガタ、ノコギリクワ
ガタに自由に触ることができます。お子さんのカブト
ムシ・クワガタデビューに最適です。
　そのほか、竹細工の昆虫や押し花絵、オリジナルフ
レーム作りなどのものづくり体験教室も開催します。
※別途体験料が必要となります。
【問合せ】　氷見市海浜植物園　☎91 ― 0100

プロまんが家による「夏休み まんが教室」

　元リッツ・カールトン日本支社長の高野登さんによる「百年先を見据
えて今を生きる人財の育成」を目標とする「ひみ百年塾」を開催します。
　人との絆、交流を軸におもてなしの心から人間力を磨き、氷見でさ
らに魅力的な人を増やしていきます。高野さんの様々な経験から、多
くの気づきを得られる場となるはずです。
■日にち　8月24日㈬　
※詳細は決まり次第、市ホームページでお知らせします。
【問合せ】　観光交流・若者と女性の夢応援課　☎74－8106

プロフィール
昭和28年生まれ。昭和49年に渡米
し著名ホテル勤務を多数経験。その
後、リッツ・カールトン日本支社の
開設に携わり、日本支社長に就任。
退社後、「人とホスピタリティ研究所」
を設立し、現在に至る。著書『あえて、
つながらない生きかた』『一流の男は
「気働き」で決める』など多数。

～氷見で気づきを増やしたい。情熱とおもてなしの心を未来へつなごう～ 「ひみ百年塾」

高野　登さん

8
24

ひみまわしよみ新聞 Vol.3
　新聞の見出しや記事を参加者全員で読み、気に
なった記事を貼り合わせて自分たちだけの新聞を
作り出す、「まわしよみ新聞」を氷見で行います。
1週間のニュースを語り合ったり、身近な話題を共
有したり、見出しで遊んで5・7・5…など、楽し
み方は集まった皆さん次第。第4土曜の朝を心地
良い時間にしてみませんか?
■日時　8月27日㈯　午前7時～8時30分

■場所　氷見市まちづくりバンク（中央町9―1）
■ 料金　300円
　　　　（パン・コーヒーなど実費）
■主催　ひみの◯活実行委員会
【問合せ】
　商工業・しごとづくり・IJU
ターン応援課　☎74－8075

8
27

夏のイベント特集

■日時 8月27日㈯、28日㈰
 両日とも午前11時～、午後2時～の1日2回（各回1時間程度）
■料金 無料
■定員 各回15人程度
■対象 小中学生（保護者の参加も可）
■場所 氷見市まちづくりバンク（中央町9 ― 1）
【問合せ】　観光交流・若者と女性の夢応援課　☎74 ― 8036
※詳細は決まり次第、市ホームページでお知らせします。

8
27・28

●ヘラクレスオオカブトとツーショットで記念撮影
■日時　期間中の㈪～㈮
　午前10時～10時
30分、午後2時～
2時30分の2回

　（8月11日（木・祝）、
15日㈪は除きます）
■参加費　無料　
■受付　先着順 人気のヘラクレスオオカブト

831
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新
し
い
豊
か
な
氷
見
暮
ら
し
の
拠
点

　
平
成
26
年
12
月
に
耐
震
性
能
の
不
足
に

よ
り
市
民
会
館
を
閉
館
し
た
後
、
平
成
27

年
３
月
に
「
市
民
会
館
並
び
に
文
化
行
政

の
あ
り
方
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」
か
ら

の
提
言
を
受
け
、
市
議
会
の
「
公
共
施
設

利
活
用
等
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
「
５

年
後
を
目
途
と
し
た
新
文
化
施
設
の
整

備
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
整
備
事
業
は
、
単
に
「
市
民
会
館

建
替
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
従
来
型
の
文
化
芸
術
に
関
心
の
高
い

人
が
利
用
す
る
ハ
イ
・
ア
ー
ト
（
鑑
賞
に

一
定
の
教
養
が
求
め
ら
れ
る
芸
術
）
の
た
め

だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、
文
化
芸
術
を
通

し
て
す
べ
て
の
市
民
が
豊
か
な
人
生
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
「
新
し
い
豊
か
な
氷

見
暮
ら
し
の
拠
点
」
と
し
て
整
備
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
芸
術
の
波
及
力

　
ま
た
、
昨
年
度
の
「
文
化
条
例
・
文
化

振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」
で

は
、
文
化
芸
術
の
意
義
を
念
頭
に
、
そ
の

波
及
効
果
が
市
民
全
般
に
行
き
渡
る
よ

う
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
文
化
芸
術
振
興

の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
が
進
め
ら
れ
、

新
文
化
施
設
が
有
す
べ
き
機
能
も
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
我
が
国
の
先
進
的
な
公
共
文
化

施
設
で
は
、
日
頃
、
文
化
芸
術
に
触
れ
る

機
会
の
少
な
い
「
文
化
的
体
験
弱
者
」
と

い
わ
れ
る
人
に
、
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
す
る
出
張
講
座
の
開
催
や
、
障

が
い
者
や
子
育
て
期
の
親
を
対
象
と
し
た

体
験
型
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
社
会
参
加

を
促
進
す
る
、「
社
会
包
摂
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）」
機
能
を
併
せ
持
つ

流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
文
化
芸
術
の
持
つ
波
及
力
が

教
育
や
福
祉
、
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
、
食

文
化
な
ど
、
幅
広
い
分
野
へ
、
そ
の
領
域

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

拠
点
と
な
る
場

　
建
設
予
定
地
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

新
た
な
用
地
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
ま

ち
な
か
の
４
つ
の
公
共
空
地
を
活
用
す
る

こ
と
を
基
本
に
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
調
査
検
討
委

員
会
」
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
土
地
条
件
、
面
積
、
土
地
利
用
に
か
か

る
規
制
、
交
通
条
件
な
ど
を
整
理
し
、
比

較
検
討
し
た
結
果
、
旧
市
民
病
院
跡
地
が

最
も
適
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。多

機
能
・
複
合
化

　
ま
た
、
絶
え
ず
多
様
な
市
民
が
訪
れ
、

様
々
な
交
流
が
生
ま
れ
る
、
魅
力
溢
れ
る

施
設
と
す
る
た
め
に
は
、
施
設
の
多
機

能
・
複
合
化
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
旧
来
の
市
民
会
館
型
「
文
化
ホ
ー
ル
」

と
い
っ
た
単
独
目
的
の
施
設
で
は
な
く
、

多
機
能
・
複
合
化
す
る
こ
と
で
、
多
様
な

目
的
を
持
っ
た
市
民
が
訪
れ
、
交
流
し
、

賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
と
い
う
相
乗
効
果
を

生
み
出
し
ま
す
。

　
昨
年
度
、
実
施
し
た
「
公
共
施
設
の
管

理
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で

は
、
多
機
能
・
複
合
化
に
つ
い
て
、「
積

極
的
に
実
施
す
べ
き
」
が
55・9
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
実
施
す
べ
き
」
が
33・

8
％
で
、
合
計
89・
7
％
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
多
機
能
・
複
合
化
す
べ
き
と
の
考
え

を
示
し
ま
し
た
。

　
多
機
能
・
複
合
化
に
あ
た
っ
て
は
、
社

会
教
育
施
設
や
福
祉
施
設
、
公
共
交
通
関

連
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
の
選
択
肢
が
あ

り
ま
す
が
、
都
市
課
題
の
解
決
が
図
ら

れ
、
将
来
の
幸
せ
創
造
に
つ
な
が
る
よ

う
、
最
適
の
選
択
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
民
会
議

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
無
作
為
抽

出
し
た
市
民
、
２
千
人
の
中
か
ら
、
応
募

し
た
人
を
中
心
に
約
80
人
で
構
成
す
る

「
市
民
会
議
」
を
４
月
15
日
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　
今
後
、
建
築
、
都
市
計
画
、
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
の
専
門
家
の

方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
９
月
末
ま
で

５
回
の
会
議
で
議
論
し
て
、
基
本
計
画
の

骨
子
を
策
定
し
ま
す
。

　
設
定
し
た
５
つ
の
社
会
課
題
と
関
連
し

た
５
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
討
論
が
行

わ
れ
、
短
冊
に
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
デ
ア
を

書
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

①
暮
ら
し
や
す
い
市
街
地
と
し
て
の
ま
ち

な
か
居
住
の
利
便
性
や
魅
力
を
高
め
る

 

（
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
・
商
業
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
に
つ
い
て
）

②
流
域
山
間
部
と
市
街
地
の
交
流
促
進
と

結
節
機
能
を
強
化
す
る

 

（
山
村
と
の
交
流
や
、
各
集
落
の
持
続
可
能

性
を
支
え
る
場
に
つ
い
て
）

③
氷
見
の
元
気
に
つ
な
が
る
多
様
で
豊
か

な
暮
ら
し
文
化
の
創
造
に
資
す
る

 

（
氷
見
の
暮
ら
し
文
化
継
承
に
加
え
、
多
様

な
表
現
活
動
を
支
え
る
場
に
つ
い
て
）

④
若
者
や
女
性
な
ど
の
流
出
層
へ
の
新
た

な
雇
用
創
出
に
貢
献
す
る

 

（
新
し
い
人
の
流
れ
や
集
客
を
生
み
、
起
業

チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
す
場
に
つ
い
て
）

⑤
周
辺
エ
リ
ア
の
価
値
向
上
と
持
続
可
能

な
都
市
経
営
に
寄
与
す
る

 

（
周
辺
地
域
へ
の
民
間
投
資
を
誘
発
し
、
ま

ち
を
活
性
化
さ
せ
る
場
に
つ
い
て
）

（画像Ⓒ2016 Google、Terra Metrics、Data Japan Hydrographic Association、Landsat、Data SIO、NOAA、U.S.Navy、NGA、GEBCO、Data LDEO-Columbia、NSF、NOAA、地図データⒸ2016 ZENRIN）

国道160号線側から見た旧市民病院跡地

旧市民病院跡地の利活用について

新しい豊かな氷見暮らしの拠点を
みんなで創ろう

5月20日
ふれあいスポーツセンター

会議室にて開催

市職員によって氷見市に
おける社会課題について

説明

旧市民病院跡地エリアで
社会課題解決につながる

グループ討論

短冊にグループの
アイデアを書いて

発表

市
民
会
議

第
２
回

特集
新しい豊かな氷見暮らしの拠点をみんなで創ろう特集

第
５
回
市
民
会
議
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】　
9
月
23
日
㈮

　
　
　
　
午
後
7
時
〜
9
時

【
場
所
】　 

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
会
議
室
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国

氷見市

公民連携
PPP

エージェント

特定目的会社

SPC

設計・企画・建設
グループ

テナント
（氷見市・民間）

金融機関

出資者

エージェント

補
助
金

補
助
金

業務
委託
・代
理人
包括
協定

業務
委託
・代
理人
包括
協定

業務
委託
・代
理人
包括
協定

土地賃料土地賃料

公共部分買取公共部分買取公共部分買取

出資出資

設
立
ノ
ウ
ハ
ウ

設
立
ノ
ウ
ハ
ウ

設
立
ノ
ウ
ハ
ウ

設
立
ノ
ウ
ハ
ウ

業
務
委
託

業
務
委
託

業
務
委
託

業
務
委
託

出資出資

審査審査

プロ
ポー
ザル
によ
る発
注

プロ
ポー
ザル
によ
る発
注

賃貸
料

融資融資

公
民
連
携
事
業

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
と
民
間
の

力
が
合
わ
さ
っ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
す

「
公
民
連
携
」
の
手
法
を
導
入
し
ま
す
。

　
公
民
が
連
携
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
う
ス
キ
ー
ム
（
事
業
の
枠
組
み
）
を

Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
と
呼
び
ま
す
。
Ｐ
Ｐ

Ｐ
の
中
に
は
、
指
定
管
理
者
制
度
、
市
場

化
テ
ス
ト
、
公
設
民
営
（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
）
方
式
、

包
括
的
民
間
委
託
、
自
治
体
業
務
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。

　
建
設
費
、
運
営
費
と
も
に
節
減
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
可
能
な
限
り
地
場
で
作

る
こ
と
が
で
き
る
技
術
と
、
調
達
で
き
る

素
材
で
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
に

お
金
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
併
せ
て
、
エ
リ
ア
の
魅
力
と
価
値
を

高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
事
業

展
開
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
公
民
連
携
に
よ
る
整
備
手
法
の
一
つ

に
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
（
特
定
目

的
会
社
）
が
公
民
複
合
施
設
を
建
設
し
、

民
間
施
設
部
分
を
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
所

有
、
運
営
し
、
公
共
部
分
を
行
政
が
買
い

戻
す
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
計
画
の
策
定
時
か
ら
テ
ナ
ン
ト
と
な

る
民
間
事
業
者
を
募
集
し
、
事
業
計
画
を

審
査
し
、
公
共
部
分
を
含
む
施
設
全
体
と

し
て
の
集
客
力
や
収
益
性
を
考
慮
し
た
上

で
、
公
民
が
連
携
し
て
持
続
可
能
な
収
支

計
画
、
施
設
運
営
計
画
を
策
定
し
、
併
せ

て
施
設
の
設
計
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
発
注
に
よ

る
建
設
費
用
の
削
減
、
テ
ナ
ン
ト
の
魅
力

に
よ
る
集
客
数
の
増
大
、
民
間
所
有
部
分

の
地
代
や
固
定
資
産
税
、
周
辺
エ
リ
ア
の

地
価
の
上
昇
に
よ
る
市
の
収
入
増
加
な
ど

が
利
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

氷
見
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
・

文
化
芸
術
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

 

に
つ
い
て

　
平
成
26
年
12
月
、
市
民
会
館
が
耐
震
性

能
不
足
に
よ
り
閉
館
し
た
こ
と
を
機
会
と

し
て
「
氷
見
市
民
会
館
並
び
に
文
化
行
政

の
あ
り
方
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」
を
開

催
し
、
平
成
27
年
３
月
に
は
「
新
た
な
文

化
施
設
の
建
設
が
望
ま
し
い
。」
と
の
提

言
を
受
け
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
は
、
施
設
の
建
設
に
さ
き

が
け
て
、
氷
見
市
に
お
け
る
文
化
・
芸
術

振
興
の
基
本
と
な
る
条
例
案
や
計
画
の
骨

子
が
９
回
の
策
定
委
員
会
を
経
て
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
現
在
、
中
川
幾
郎
委
員
長（
日

本
文
化
政
策
学
会
会
長
）
の
も
と
で
、
さ
ら

に
洗
練
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
進
め
て

き
た
文
化
芸
術
振
興
条
例
の
前
文
案
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
前
文
案
に
は
、「
全
て
の
人
が
画
家
、

音
楽
家
、
舞
踏
家
、
等
々
と
い
う
の
で
は

な
く
、
全
て
の
人
は
創
造
力
と
い
う
能
力

を
持
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
分
野
で
も

誰
で
も
こ
の
能
力
は
発
揮
で
き
る
し
、
社

会
を
よ
り
良
く
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」

こ
の
よ
う
な
思
想
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
芸
術
・
新
文
化
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室

　
☎
74
―

８
２
１
５

氷
見
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
の

 

前
文
案

　
氷
見
は
、
豊
か
な
自
然
と
そ
の
海
と
大
地

の
豊
か
な
恵
み
に
支
え
ら
れ
、
越
の
国
の
中

心
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
古
く
か
ら
人
々
の
豊

か
な
生
活
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
縄
文
時
代
の
大
境
洞
窟
住
居
跡
や
朝
日
貝

塚
、
日
本
海
側
最
大
の
前
方
後
方
墳
で
あ
る

柳
田
布
尾
山
古
墳
を
始
め
と
し
た
史
跡
が
数

多
く
残
さ
れ
、
万
葉
集
に
は
そ
の
美
し
い
情

景
が
数
多
く
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
富
山
湾
越
し
に
望
む
立
山
連
峰
の
雄
姿

は
、
私
た
ち
氷
見
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
悠
久
の
流
れ
の
中
、
春
秋
の
祭
礼
で
人
々

が
そ
の
情
熱
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
る
独
特
の
獅

子
舞
が
伝
承
さ
れ
、
海
洋
資
源
に
や
さ
し
い

越
中
式
定
置
網
を
生
み
出
し
、
海
か
ら
の
恵

み
を
大
切
に
し
、
自
然
と
調
和
し
た
伝
統
的

漁
村
文
化
や
農
村
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
氷
見
鰯
・
寒
鰤
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な

食
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
の
伝
統
的
行
事
や

冠
婚
葬
祭
、
日
常
生
活
に
お
け
る
ま
で
独
特

の
食
文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
日
常
生
活
の
中
で
も
稽
古
事
や
趣

味
を
通
し
て
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
市
民

と
芸
術
家
が
協
働
し
た
活
動
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
な
ど
、
新
た
な
取
組
み
が
芽
生
え
て
い

ま
す
。

　
文
化
芸
術
は
、
人
々
の
創
造
性
を
育
み
、

そ
の
表
現
力
を
高
め
、
人
々
の
心
の
つ
な
が

り
や
相
互
に
理
解
し
尊
重
し
合
う
土
壌
を
培

い
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る

心
豊
か
な
社
会
を
形
成
す
る
も
の
で
す
。
さ

ら
に
、
文
化
芸
術
そ
れ
自
体
が
固
有
の
意
義

と
価
値
を
有
し
、
市
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
都
市
化
、
国
際
化

が
進
展
す
る
中
、
自
己
認
識
の
基
点
と
な

り
、
文
化
的
な
伝
統
を
尊
重
す
る
心
を
育
み

ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
伝

統
芸
能
や
食
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
氷
見
の

宝
を
未
来
へ
継
承
し
な
が
ら
、
世
界
と
つ
な

が
る
魅
力
あ
る
文
化
芸
術
を
創
造
し
て
い
く

と
と
も
に
、文
化
芸
術
の
力
を
教
育
、福
祉
、

ま
ち
づ
く
り
、
観
光
・
産
業
等
の
幅
広
い
分

野
に
活
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
価
値
観
を
尊

重
し
、
精
神
的
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
成
熟

社
会
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
私
た
ち
氷
見
市
民
は
、「
人
々

の
行
う
活
動
は
、
全
て
が
芸
術
活
動
で
あ

り
、
全
て
の
人
は
芸
術
家
で
あ
る
。」
と
い

う
認
識
の
も
と
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
創
造

力
を
発
揮
し
、
自
ら
考
え
、
自
ら
決
定
し
、

自
ら
行
動
し
、
連
帯
し
て
ま
ち
を
創
り
上
げ

て
い
く
市
民
を
「
創
造
市
民
」
と
定
義
し
、

「
創
造
市
民
の
ま
ち
氷
見
」
を
目
指
す
こ
と

を
決
意
し
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

新しい豊かな氷見暮らしの拠点をみんなで創ろう特集

（画像Ⓒ2016 Google、Terra Metrics、Data Japan Hydrographic Association、Landsat、Data SIO、NOAA、U.S.Navy、NGA、GEBCO、Data LDEO-Columbia、NSF、NOAA、地図データⒸ2016 ZENRIN）
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氷
見
市
内
に
あ
る
皆
さ
ん
の
好
き

な
お
店
、
よ
く
行
く
お
店
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
投
票
し
た
人
の
中
か
ら

抽
選
で
30
人
に
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

選
ば
れ
た
お
店
の
利
用
券
3
千
円
分

が
当
た
り
ま
す
。

※
当
選
の
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
つ
、ど
こ
で
投
票
で
き
る
？

受
付
期
間　
９
月
９
日
㈮
ま
で

設
置
場
所 

ハッ
ピ
ー
タ
ウ
ン
、
プ
ラ

ファ
、
氷
見
市
役
所
総
合
窓
口
、
市

内
金
融
機
関
、
地
域
子
育
て
セ
ン

タ
ー
、ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

氷
見
商
工
会
館
な
ど

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
の
ル
ー
ル

❶
氷
見
市
内
の
お
店
や
お
宿
が
対
象

❷
各
部
門
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
お

店
を
各
部
門
１
人
１
票
（
計
３
票
）

教
え
て
く
だ
さ
い

 

ビ
ジ
ュ
ア
ル（
見
た
目
）部
門

　
店
舗
や
商
品
が
目
で
楽
し
め
る
お

店
（
例 

お
し
ゃ
れ
・
カ
ワ
イ
イ
）

 

ヒ
ー
リ
ン
グ（
雰
囲
気
）部
門

　
心
が
満
た
さ
れ
る
雰
囲
気
・
お
も

て
な
し
の
お
店
（
例 

癒
さ
れ
る
・
落

ち
着
く
）

 

グ
ッ
ド
ア
イ
テ
ム（
商
品
）部
門

　
商
品
が
魅
力
的
な
お
店

　
（
例 「
お
い
し
い
」「
便
利
」）

※
殿
堂
入
り
と
な
っ
た
次
の
お
店
は（ 

）内

の
部
門
で
は
対
象
外
で
す
。

　
「
焼
肉
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
牛
屋
」

 

（
グ
ッ
ド
ア
イ
テ
ム
部
門
）

　
「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
シ
ュ
ン
」

 

（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
部
門
）

結
果
発
表

　
結
果
は
、
広
報
ひ
み
や
北
日
本
新

聞
、
氷
見
商
工
会
議
所
報
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】　
氷
見
商
工
会
議
所

　
☎
74
―
1
2
0
0

　
こ
の
制
度
は
、
氷
見
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
や
消
費
者
に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
の
恵
み
豊
か
な
氷
見
の
農
産
物
。
安
全
・
安

心
は
あ
た
り
前
の
こ
と
。
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
「
氷

見
市
環
境
に
や
さ
し
い
農
産
物
」
は
、
氷
見
牛
の
牛

糞
堆
肥
や
、
毒
性
の
低
い
農
薬
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◆
ど
こ
で
販
売
し
て
い
る
の
？

　
次
の
店
舗
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
認
証
さ
れ
た
農

産
物
に
は
「
認
証
シ
ー
ル
」
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

◆
認
証
農
産
物
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
！

応
募
期
間　
８
月
１
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈬

◎ 

認
証
シ
ー
ル
を
集
め
て
応
募
し
ま
し
ょ
う
。
３
枚

１
口
で
応
募
で
き
ま
す
。
抽
選
で
、

豪
華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

※
期
間
中
、P
R
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
予
定
！

【
問
合
せ
】

　
農
林
畜
産
・
い
の
し
し
等
対
策
課

　
☎
74
―
８
０
８
６

　
氷
見
市
の
「
ま
る
ま
げ
祭
り
」
の
よ
う
に
、

島
田
市
に
も
「
島
田
髷
ま
つ
り
」
と
い
う
日
本
髪

に
関
す
る
お
祭
り
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
花
嫁
の
髪
形
と
し
て
定
番
の
「
文
金
高
島

田
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
島
田
髷
は
、
島
田
市
が

発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
島
田
髷
ま

つ
り
」
は
、
最
初
に
島
田
髷
を
結
っ
た
と
さ
れ

る
「
虎
御
前
」
の
供
養
感
謝
祭
で
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
8
年
に
始
ま
っ
て
以
来
、
年
々
盛
大
に
な

り
、
島
田
市
の
大
き
な
観
光
行
事
の
一
つ
と
し

て
今
年
で
59
回
目
を
迎
え
ま
す
。
島
田
市
で
は

「
島
田
髷
娘
体
験
」
と
し
て
、
い
つ
で
も
日
本
髪

の
結
上
げ
体
験
が
で
き
ま
す
。
地
域
特
有
の
歴

史
・
技
術
を
伝
承
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、

「
第
18
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
で
は
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
毎
年
９
月
の
第
３
日
曜
日
（
今
年
は
18
日
）、
揃

い
の
浴
衣
姿
に
「
乙
女
島
田
」
な
ど
30
余
の
さ

ま
ざ
ま
な
日
本
髪
・
島
田
髷
を
結
っ
た
髷
娘
約

60
人
が
、
市
内
各
地
で
手
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

そ
の
優
雅
な
姿
を
写
真
に
収
め
よ
う
と
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
も
訪
れ

ま
す
。

　
当
日
は
「
し
ま
だ
元
気
市
」
が
同
時
開
催
さ

れ
、
地
場
産
品
の
販
売
や
太
鼓
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
来
場
者
を
お
も
て
な
し

し
ま
す
。
艶
や
か
な
島
田
髷
娘
を
見
に
、
ぜ
ひ

島
田
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
島
田
市
観
光
協
会
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０
１
６

み
ん
な
で
決
め
る「
お
店
大
賞
」

氷見商工会議所 検索

を
ご
存
じ

で
す
か
？

「
氷
見
市
環
境
に
や
さ
し
い

  

農
産
物
認
証
制
度
」

環
境
に
や
さ
し
い
農
産
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
！

　
氷
見
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
第
２

期
生
と
し
て
、
7
月
に
４
人
が
新
た

に
加
わ
り
ま
し
た
。
第
１
期
生
６
人

と
、
4
月
か
ら
活
動
中
の
第
２
期
生

３
人
を
合
わ
せ
て
、
13
人
体
制
に
な

り
ま
す
。

【
問
合
せ
】　
秘
書
・
市
民
と
と
も
に

創
る
未
来
政
策
課

　
☎
74
―

８
０
１
３

地域おこし協力隊新メンバー紹介！

　
８
月
は
、次
の
と
お
り
地

域
防
災
訓
練
を
予
定
し
て
い

ま
す
。今
年
度
は
日
没
前
後

の
避
難
訓
練
を
中
心
に
訓
練

を
行
い
ま
す
。訓
練
時
に
は
、

対
象
地
域
に
防
災
行
政
無
線

放
送
や
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
地
区
の
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
訓
練
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
日
時 

８
月
21
日
㈰

 

午
後
５
時
頃
〜

対
象
地
区 

北
部
地
区
、

十
二
町
地
区
、
速
川
地
区
、

宇
波
地
区

【
問
合
せ
】　
地
域
防
災
室

　
☎
74
―

８
0
2
1

　
高
岡
市
の
出
身
で
す
が
、
人

生
の
半
分
は
新
潟
市
で
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
主
に
商
品
や
イ
ベ
ン

ト
の
魅
力
を
情
報
と
し
て
伝
え
る

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
富
山
に

戻
っ
て
か
ら
は
E
C
サ
イ
ト
で
の

商
品
販
売
を
経
験
。
売
上
と
い
う

数
値
を
出
し
て
い
く
新
た
な
要
素

が
加
わ
っ
た
面
白
い
業
務
で
し
た
。

　
氷
見
市
は
祖
母
の
家
が
あ
っ
た

の
で
、
と
て
も
な
じ
み
深
い
土
地

で
、
海
も
山
も
魅
力
的
で
す
。
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
探
っ
て
、

特
産
品
や
お
土
産
品
、
情
報
と
し

て
形
に
し
、
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
氷
見
は
芸
達
者
な

人
が
多
い
の
で
、
衣
食
住
の
み
な

ら
ず
芸
能
な
ど
、
様
々
な
分
野
で

盛
り
上
が
っ
て
い
け
る
土
地
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、
綿
花
の
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。
加
工
・
商
品
化

を
通
し
て
、
特
産
品
を
増
や
す
こ

と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
昔
の
加

工
道
具
に
も
興
味
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
情
報
提
供
な
ど

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
京
都
市
出
身
で
、
滋
賀
県
立
大

学
環
境
科
学
部
環
境
生
態
学
科
を

卒
業
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
有

機
栽
培
を
行
う
サ
ー
ク
ル
活
動
を

し
て
い
て
、
農
業
を
仕
事
に
す
る

こ
と
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ま

た
、
滋
賀
県
長
浜
市
で
、
現
在
の

日
本
で
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
焼

畑
農
業
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
栃
木
県
の
有
機

野
菜
を
生
産
、
販
売
し
て
い
る
会

社
に
就
職
し
ま
し
た
。
自
分
の
考

え
に
近
い
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少

な
い
自
然
栽
培
を
知
っ
て
仕
事
に

し
た
い
と
考
え
、
今
回
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
自
然
栽
培
普
及
員
に

な
り
ま
し
た
。

　
自
然
栽
培
の
技
術
を
伝
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
氷
見
市
民
の
方

を
含
め
全
国
の
方
に
自
然
栽
培
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
技
術
を

確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、「
氷

見
元
気
や
さ
い
の
会
」
の
方
々
と

一
緒
に
活
動
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

他
の
地
域
で
自
然
栽
培
を
行
っ
て

い
る
方
と
も
積
極
的
に
関
わ
り
、

協
力
し
て
自
然
栽
培
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
明
石
市
よ
り
参
り
ま
し

た
。
里
山
に
関
す
る
業
務
や
、
漢

方
や
薬
草
な
ど
医
療
に
関
す
る
起

業
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
は
、
北
海
道
の
も

の
づ
く
り
の
会
社
に
飛
び
込
み
ま

し
た
。
そ
の
後
風
景
写
真
家
を
目

指
し
て
、
北
海
道
か
ら
小
笠
原
諸

島
ま
で
、
日
本
各
地
で
ホ
テ
ル
な

ど
に
住
み
込
み
で
働
き
な
が
ら
写

真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
薬
剤
師

と
し
て
漢
方
薬
局
に
勤
務
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　
こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か
し
、
漢

方
な
ど
医
療
系
の
イ
ベ
ン
ト
や

色
々
な
人
が
集
う
薬
店
の
オ
ー
プ

ン
を
考
え
て
い
ま
す
。
大
好
き
な

風
景
写
真
も
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
氷
見
に
来
て
す
ぐ
の

日
は
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状

態
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
良
く

し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
温
か

さ
に
触
れ
て
感
動
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
活
動
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
ま

す
。
人
見
知
り
で
す
が
、
出
会
っ

た
時
は
、
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
弓
道
は
二
段
で
す
が
、
笑

顔
は
八
段
で
す
（
自
称
）。

　
長
崎
県
佐
世
保
市
の
生
ま
れ

で
、
琉
球
大
学
教
育
学
部
を
卒
業

後
、
長
崎
で
７
年
間
小
学
校
の
先

生
を
し
て
、
７
年
前
に
富
山
市
に

嫁
い
で
き
ま
し
た
。

　
富
山
市
で
も
小
学
校
の
先
生
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
妊
娠
を
き
っ

か
け
に
退
職
。
初
め
て
の
妊
娠
・

出
産
を
経
験
し
、
女
性
の
体
に
備

わ
る
力
の
す
ば
ら
し
さ
や
命
が
生

み
出
さ
れ
る
神
秘
に
感
動
し
ま
し

た
。
こ
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た

く
、
妊
娠
前
に
お
産
や
子
育
て
を

学
べ
る
「
お
産
の
学
校
」
を
、
５

年
前
に
開
校
。
い
つ
か
自
然
豊
か

な
場
所
に
学
校
を
開
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
協
力
隊

の
募
集
を
知
り
、
応
募
し
ま
し
た
。

　
氷
見
の
恵
ま
れ
た
環
境
で
、

し
っ
か
り
し
た
心
と
体
で
お
産
や

子
育
て
が
で
き
れ
ば
、
生
命
力

あ
ふ
れ
る
子
ど
も
が
育
つ
と
考
え

て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か

に
成
長
し
、
マ
マ
が
安
心
し
て
出

産
・
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
。
最
終
的
に

は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
に
優
し
い

お
産
が
で
き
る
「
バ
ー
ス
ハ
ウ
ス
」

を
目
指
し
ま
す
。

北村　知佳

氷見の魅力を商
品や情報として
カタチに！

高橋　啓介

自然栽培
への挑戦

広瀬　謙典

氷見の里山から始
まる新しい医療の
カタチを創ります

笹野　　瞳

赤ちゃんとママに
優しい「バースハウ
ス」をつくります！

〈
取
扱
店
舗
〉

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
ひ
み（
朝
日
丘
交
差
点
付
近
）、グ
リ
ー

ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
市
民
病
院
入
口
付
近
）、
み
の
り

の
番
屋
（
ひ
み
番
屋
街
内
）、
新
鮮
市
場
氷
見
店
、
サ

ン
コ
ー
氷
見
中
央
店
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
氷
見
店
、

大
阪
屋
シ
ョ
ッ
プ
氷
見
店
、
バ
ロ
ー
氷
見
店
、
ア

ル
ビ
ス
氷
見
店

防
災
訓
練
実
施

 
の
お
知
ら
せ
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６ 月 市 議 会 定 例 会
　
６
月
市
議
会
定
例
会
は
、６
月
13
日
に
開
会
し
、

24
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

（
■
議
案　
○
報
告
の
み
）

予
算
関
係

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

 

９
８
０
８
万
円

・
移
住
定
住
促
進
事
業
費《
新
規
》

 

１
４
０
４
万
円

　
平
成
27
年
度
の「
定
住
誘
発
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
構
築
事

業
」の
報
告
書
を
基
に
移
住
定
住
施
策
を
実
践
し

ま
す
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ス
運
営
推
進
事
業
費 

 

１
５
１
６
万
円

　
平
成
28
年
10
月
運
行
開
始
予
定
の
新
規
バ
ス
路

線（
久
目
地
区
）の
開
設
に
伴
う
事
業
費
の
増
額
で
す
。

・ 

公
民
連
携
に
よ
る
新
文
化
施
設
計
画
推
進
事
業

費 

１
３
３
６
万
円

　
新
文
化
施
設
の
複
合
化
整
備
に
つ
い
て
、公
民

が
連
携
し
た
整
備
を
目
指
す
こ
と
と
し
、公
民
連

携
事
業
の
検
討
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

・
寄
附
金
各
基
金
積
立
金 

56
万
円

・
そ
の
他 

５
４
９
６
万
円

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

　
　
収
益
的
支
出 

2
2
7
万
円

　
　
資
本
的
収
入 

△
１
０
３
５
万
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

　
　
歳
入
・
歳
出 

1
6
3
万
円

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

　
◎
保
険
事
業
勘
定  

歳
入
・
歳
出 

３
２
５
万
円

条
例
関
係
な
ど

■
氷
見
市
長
の
行
動
規
範
及
び
政
治
倫
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

■ 

氷
見
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
氷
見
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

■
財
産
の
無
償
譲
渡

■ 

氷
見
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
汚
泥
再
生
処
理
セ

ン
タ
ー
改
造
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

■
市
道
稲
積
一
刎
線
橋
梁
上
部
工
事
の
請
負
契
約

の
締
結

■
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

■
物
品
の
取
得

○ 

平
成
27
年
度
氷
見
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

○ 

平
成
27
年
度
氷
見
市
下
水
道
特
別
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書

○ 

平
成
27
年
度
氷
見
市
土
地
開
発
公
社
の
事
業
報

告
及
び
決
算

○ 

平
成
28
年
度
氷
見
市
土
地
開
発
公
社
の
事
業
計

画
及
び
予
算

○
平
成
27
年
度
公
益
財
団
法
人
氷
見
市
体
育
協
会

の
事
業
報
告
及
び
決
算

○
平
成
28
年
度
公
益
財
団
法
人
氷
見
市
体
育
協
会

の
事
業
計
画
及
び
予
算

○ 

平
成
27
年
度
一
般
財
団
法
人
氷
見
市
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
協
会
の
事
業
報
告
及
び
決
算

○ 

平
成
28
年
度
一
般
財
団
法
人
氷
見
市
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
協
会
の
事
業
計
画
及
び
予
算

議
員
提
出
議
案

■
新
高
岡
駅
へ
の「
か
が
や
き
」定
期
便
化
に
関

す
る
決
議

下
水
道
は
年
中
無
休
の
働
き
者

　
下
水
道
は
、
家
庭
か
ら
出
た
汚
水
を

集
め
て
流
す
「
管
路
」、
処
理
場
ま
で
汚

水
を
送
る
「
中
継
ポ
ン
プ
場
」、
微
生
物

の
働
き
に
よ
っ
て
汚
水
を
き
れ
い
に
す

る
「
処
理
場
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
少
し
も
休
む
こ
と

な
く
働
い
て
い
ま
す
。

下
水
道
に
異
物
が
詰
ま
る
ト
ラ
ブ
ル

　
市
に
は
、
地
形
的
な
特
徴
か
ら

１
４
８
基
も
の
中
継
ポ
ン
プ
場
が
あ
り

ま
す
。
最
近
タ
オ
ル
や
下
着
な
ど
が
流

れ
込
み
、
ポ
ン
プ
が
つ
ま
っ
て
し
ま
う

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

油
や
野
菜
く
ず
で
下
水
管
が
つ
ま
る
事

故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

①
ご
み
や
油
を
流
さ
な
い

　
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
水
に
溶
け

な
い
ゴ
ミ
を
流
す
と
、下
水
管
が
つ
ま
っ

て
流
れ
な
く
な
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
食
用
油
な
ど
は
、
つ
ま
り
の
原

因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
処
理
場
の
微

生
物
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
、
絶

対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
洗
濯
機
の
水
は
下
水
道
へ

　
洗
剤
を
含
む
洗
濯
水
は
、
お
風
呂
や

ト
イ
レ
の
排
水
以
上
に
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
汚
水
で
す
。
必
ず
下
水
道
に

流
し
ま
し
ょ
う
。

③
危
険
物
を
流
さ
な
い

　
下
水
道
へ
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
シ
ン

ナ
ー
や
農
薬
な
ど
を
絶
対
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
爆
発
の
お
そ
れ
が
あ
る

だ
け
で
な
く
、
処
理
場
の
微
生
物
が
死

滅
し
、
処
理
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

④
汚
水
ま
す
の
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
管
理
し
て
い
る
の
は
処
理
場
か

ら
公
共
ま
す
ま
で
の
区
間
で
す
。
敷
地

内
の
排
水
設
備
は
個
人
で
管
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
台
所
や
お
風

呂
場
近
く
の
汚
水
ま
す
に
は
、
油
や
ゴ

ミ
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
、
定
期
的
に

清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
上
下
水
道
課　
☎
74
―
８
0
８
1

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

（写真上）ポンプの異物をとる作業
（下）下水管に引っかかったタオル

児
童
扶
養
手
当

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
維
持
や
仕

事
と
家
事
・
育
児
の
両
立
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
、
次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

●
対
象　
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
母
の
一
方
と
生

計
を
別
に
し
て
い
る
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
も
し
く
は
生
死
が
明

ら
か
で
は
な
い
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

④
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た
児
童

⑤
そ
の
他
①
か
ら
④
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る

児
童
で
、
政
令
で
定
め
る
も
の

●
月
額
支
給
額
（
平
成
28
年
4
月
分
か
ら
）

・
全
部
支
給　
４
２
，３
３
0
円

・
一
部
支
給 

9
，９
９
0
円
〜
４
２
，３
２
0
円

※
児
童
が
２
人
の
場
合
は
最
大
で
月
額
１
万
円
、

３
人
目
以
降
は
６
千
円
ず
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
支
給
額
は
物
価
の
変
動
に
よ
り
改
定
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
者
本
人
や
生
計
同
一
で
あ
る
親
族
の
前
年

分
の
所
得
金
額
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
制
限

額
を
超
え
る
と
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
者
や
児
童
が
公
的
年
金
（
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
な
ど
）
を
受
給
し
て
い
て
も
、
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
支
給
期
間　
申
請
が
完
了
し
た
翌
月
か
ら

児
童
が
18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で

現
況
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

（
支
給
停
止
中
も
含
む
）
は
、
毎
年
8
月
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。
８
月
初
旬
ま
で
に

必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
付
期

間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
い
場
合
は
、
８
月
分
以
降
の
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
受
付
期
間
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
８
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

■
医
療
費
の
助
成

●
対
象　
18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
の
児

童
と
そ
の
保
護
者

●
助
成
内
容 

保
険
適
用
診
療
の
自
己
負
担
分

※
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
に
よ
り
助
成
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
支
援
事
業

・
遺
児
福
祉
金
の
給
付
（
対
象
は
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
で
年
１
回
）

・
小
中
学
校
入
学
・
卒
業
祝
の
給
付

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用

費
助
成
（
対
象
：
小
学
生
以
下
）

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
へ
の
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
の
支
給
や
各
種
貸
付
制
度

 

な
ど

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
子
ど
も
（
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い
る

父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。
支
給
に
は
条
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

所
得
状
況
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

（
支
給
停
止
中
も
含
む
）
は
毎
年
８
月
に
手
続

き
が
必
要
で
す
。
８
月
初
旬
ま
で
に
必
要

書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
中

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
い
場
合
は
８
月
分
以
降
の
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
受
付
期
間
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
８
月
12
日
㈮
〜
9
月
９
日
㈮

　
今
は
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
に

か
か
る
時
代
で
す
。
氷
見
市
に
お
い
て
も
、
死
因

の
第
１
位
は
「
が
ん
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん

の
予
防
や
早
期
発
見
・
適
切
な
治
療
の
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
20
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
（
受
付　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
４
０
０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）

申
込　
電
話
ま
た
は
健
康
課
窓
口
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

内
容　
①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
が
ん
に
つ
い
て
考
え

よ
う
！
」（
午
後
１
時
45
分
〜
）

　
〈
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
〉

　
が
ん
患
者
の
立
場
か
ら　
西
田
恵
子
氏
（
ウ
ィ

メ
ン
ズ
キ
ャ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
「
P
r
i
z
m
と
や
ま
」

代
表
）　

　
医
師
の
立
場
か
ら　
齋
藤
人
志
氏
（
金
沢
医
科
大

学
氷
見
市
民
病
院
病
院
長
）

　
支
援
者
の
立
場
か
ら　
内
上
ミ
ワ
子
氏
（
富
山

県
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
統
括
相
談
員
）

②
講
演
会
「
大
丈
夫
だ
よ
、
が
ん
ば
ろ
う
！
」

　
（
午
後
２
時
50
分
〜
）

講
師　
山
田
邦
子
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
）

【
問
合
せ
】　
健
康
課　
☎
74
―

８
０
６
２

山田邦子さん

「
が
ん
対
策
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

 

を
開
催
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か
？

【
問
合
せ
】　
子
育
て
支
援
課　
☎
74
―
８
１
１
７

Ｈ
Ｐ1085
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